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⾃閉スペクトラム症（ASD）はクラスに1⼈程度の頻度で発症し、社会的
コミュニケーションが困難で強いこだわりやくり返し⾏動がみられる発
達障害です。近年のモデル動物を⽤いた研究は成体での解析が多く、幼
児発達期における発症のタイミングやメカニズムを理解する試みは数少
ない現状です。三好博⼠らは、新たにモデルマウスを作製し、⽣後２週
⽬の１週間がその後の発症を左右する臨界期であることを明らかにしま
した。臨界期においてモデルマウスの抑制回路に介⼊すると、⾃閉スペ
クトラム症の重要な指標である社会性⾏動異常をより悪化させることも、
逆に治療回復することも可能であることを解明しました。本セミナーで
は、ASD発症の臨界期を提案するに⾄った経緯、さらには抑制ニューロン
回路の発達によって社会性が獲得形成される機構についての最新の研究
成果をご紹介いただきます。 
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